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THE ラコルタの取り組みを紹介！

私たちが暮らす

地域や社会の事を

他人事ではなく自分事にする。

そういった“ソーシャルな生き方”の

魅力をお伝えします。
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連続講座「eN カレッジすいた」の 10 期生が、子育て

中の方に向けたリフレッシュの場として企画しまし

た。当日は、「好きなこと」をテーマにコラージュボード

を作成し、参加者同士で作成したものをシェアしなが

ら交流しました。参加者からは「ゆっくり作業に没頭で

きる時間が持てて良かった」「初めての方とも沢山話せ

ました」という感想をいただきました。今回の企画メン

バーは、今後も引き続き活動される予定です。

テーマカフェ 働く世代のプロボノ
好きが溢れるほほえみボード体験

参加者の個性が見える時間となりました 20代～60代と幅広い世代が参加

子ども食堂 あもるーむ
実行委員会 代表
株式会社アモル代表として、南
金田で福祉サービスの事業所を
経営。2023年から事業所内のス
ペースを活用し、
毎月第2土曜日に
子ども食堂を開催
している。

「ボランティア・NPO 初歩講座」「ぷちボラ」のお申込み・お問い合わせはラコルタまで

体験学 ぷちボラ初歩講座 単発！
短時間！

ボランティア・
NPO

興味がある方、活動はしているが

もっと理解を深めたい方など。

「出前講座」も承ります。お気軽に！

●毎月開催！●定員 10 名

働きざかりの方や家事・勉学に忙しい方など

週末や余暇の新しい過ごし方として。

初心者の方でも気軽に参加できます！

(例 )お弁当作り・喫茶・竹林整備など

ぶ

第40回 猪飼　明教さん

あきのりい か い

アクセス　阪急電車千里線 「南千里駅」 改札出て左､千里ニュータウンプラザ6階コルタ吹田 検索 https://su ita-kouek i .orgラ

みんなのSUITADAY2026
今年は参加団体のみなさんが、出展・出演に加え、

来場者に活動や魅力を伝えるための工夫を主体的に

考え、PR や体験、交流の仕掛けが昨年よりも広がり

ました。団体同士の横のつながりも、より活発になっ

ています。

また、南千里駅前公共広場（まるたすひろば）では、

市民のみなさんによる企画が昨年の 3 企画から 8 企

画へ増加。大学生からシニアまで幅広い世代が、それ

ぞれの関心や個性を活かし、準備段階からアイデアを

形にしました。当日は来場者も交えながら、多様な体

験や世代・分野を超えた交流が生まれました。

来場者延べ人数は過去最高の 2,522 人、運営や企画

に関わった延べ人数も 761 人となり「みんなでつく

る！」というコンセプトが、より具体的な形で表れまし

た。今後も、準備段階から関わる人を増やしながら、市

民公益活動に触れられる機会を広げていきます。

●開催日：3月15日(日)

●開催日：3月20日(金・祝)

「プロボノ」とは、職業上のスキルや経験を活かして

活動するボランティアのことです。当日は、プロボノの

推進に取り組む認定NPO法人 サービスグラントから、

活動の仕組みなどをお話しいただきました。参加者か

らは「自分のやりたいことのきっかけになりました」

「経験者の話を聞けて具体的なイメージが湧いた」と

いった声もあり、プロボノへの関心を具体的な一歩に

つなげる機会となりました。

●開催日：4月25日(土)

市民参加型フェスタ

※費用が明示されていない

　　イベントは無料。

※申込期限の記載がなけれ

　　ば前日まで。

毎月開催！「ボランティア・NPO初歩講座」･･･6月18日(木)13:30～15:00、7月17日(金)19:00～20:30

Eメール：
info@suita-koueki.org 　

6 月 26 日 (金 )

●とき：19:00～21:00　　
●定員：先着20名

どなたでもご参加ください！ ラコルタの講座・イベント

TEL：06-6155-3167 　
FAX：06-6833-9851　

●ところ：ふれあい交流
サロン南正雀まるっと。
●とき：13:30～15:30
●定員：先着15名
●参加費：300円

Instagram講座
NPO法人などの制度や立

ち上げ手続きについて。

効果的な投稿内容の作り

方や発信方法を学びます。

60年～70年代などの思い出
のCDやレコードなどを持ち寄っ
て交流します。

7 月 24 日 (金 ) 7 月 31 日 (金 )

●とき：19:00～20:30　　
●定員：先着10名

公益活動向けの
法人化講座

ミュージックサロン
市民公益活動団体向け
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自分にあった
ボランティア

見つけよう ！

やってみたい！の声に
お応えします！

ラ

約 1年の産休・育休期間中、子育て支援の活動に利用者として参加しました。「あの

一言のおかげで」「あの場や人に出会えていなかったら」と感じる思い出がたくさん

でき、人の想いやつながりが支えになると改めて実感しています。これからも地域

の小さな支え合いの力を皆さんにお伝えできるよう頑張ります！

編　集

ノート
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「市民公益活動」は市民が自発的に行う社会貢献活動です。

市民公益活動センター（愛称：ラコルタ）は市民の力で吹田市をより良いまちに

するため、これらの活動を支援しています。

！ここに注目 特

寄付からはじめる
　　　　NPOの推し活！
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参加者向け説明会＆交流会

テーマカフェ

お申込み･
お問い合わせは
ラコルタまで

子どもの
喜ぶ姿が
原動力

子どもの
喜ぶ姿が
原動力



寄付からはじめる
　　　　NPOの推し活！

みなさんは、地域で活動しているNPOに寄付をしたことはありますか？
NPOにとって寄付は、活動を続けていくための大切な支えになります。認定

NPO法人への寄付やふるさと納税など、税制面での仕組みも整いつつあります
が、地域のNPOへの寄付は、まだ日常的な選択肢として広く根付いているとは
言い難い状況です。

寄付は単なる資金提供ではなく、団体に対する「応援」や「共感」の意思表示で

もあります。活動に直接参加できなくても、月500円などの少額から関わるこ
とができます。だからこそ、好きな活動や応援したい団体を見つけ、無理のな
い形で支えることも、地域に関わる一つの方法ではないでしょうか。

本特集では「寄付の多様性」と「応援としての寄付」に焦点を当てました。団
体にとっては寄付の仕組みづくりを考えるきっかけに、市民にとっては地域を
応援する新たな一歩につながれば幸いです。

ラコルタの
特　集

！ここに注目
2026 年 6 月1日号

VOL.55

今回ご紹介する事例も、こうした多様な寄付のカタチの中で生まれています。

それぞれの関わり方や大切にしているポイントにもご注目ください。

ラコルタでの

寄付への取り組み

寄付したい気持ちは

すぐそばにある

理事長 小山　真由美さん

認定NPO法人　Gift

寄付・会計・法務などの組織基盤
づくりを通じてNPOの活動を
支援している。

「きちんと伝える」

が、応援をつなぐ
「好きなこと」から生まれる

NPOの応援

理事長 黑川　智子さん

特定非営利活動法人グローバルハッピー

認定ファンドレイザー（NPO等の資金調達を支援する専門職）／

合同会社Co-Work-A代表社員／内閣府公認子ども・若者支援地域協議会アドバイザー等

「ノムキフ」主催者

田中　成幸さん

吹田・北摂を中心に、誰もが自分
らしく関わり合える障がい福祉の
場づくりに取り組んでいる。
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Giftは、寄付を通じて人と社会をつなぐことを目的に活

動しています。もともとは募金箱の設置からスタートし、

寄付がNPOを支える現場を数多く見てきました。小山さ

んが多くの寄付を見てきた中で大切に感じるのは、「活動
を伝えつつ、寄付の入口をつくること」です。

以前、コンビニに設置してい

た子ども支援団体の募金箱に、

サッカー帰りの少年が毎回おつ

りを入れてくれていました。そ

こに活動の進捗を掲示したとこ

ろ、少年が「やったー！」と喜んで

いたそうです。日頃は直接出会
う機会のない少年と団体が、
寄付を通じて結びついた出来事でした。

近年、オンライン寄付やSNSの普及により、団体と市民

がつながりやすい環境が整いつつあります。一方で、団体側に寄付

を募ることへの抵抗感があり、受け皿が用意されていないケース

も少なくありません。そのため「寄付したいが、どこにすればい
いかわからない」「もっと早く言ってくれたら寄付したのに」と

いった声も聞かれるそうです。

寄付は「お願いするもの」ではなく、「応援として関わってもらう

ための入口」です。ボランティアとして活動する時間がつくれ
なくとも、誰もが団体とつながることができる手段でもあり

ます。まずは小さくても受け皿をつくることが、関わりを生み
出す第一歩になりそうです。

グローバルハッピーは、「幸せの循環するコミュニ

ティ」をめざし、障がい福祉の分野で活動していま

す。設立当初から、活動の過程や現場の様子を
SNSなどで積極的に発信し、応援の輪を広げ
てきました。

寄付のかたちは、クレジットカードによる継続寄

付や単発寄付に加え、Amazonの欲しいものリス

トを活用した物品寄付など多様です。特に物品寄付

では、必要なものを具体的に示すことで、支援する

側も「自分が関わっている実感」を持ちやすく、
継続的な応援につながっていると言います。

こうした寄付の受け皿を整えるとともに、日々の

活動や変化についても丁寧に発信し続けている点

が印象的でした。完成された成果だけでなく、試行

錯誤や課題も含めた等身大の姿を共有する姿勢か

ら、寄付を受ける側の責任として「伝えること」
を自然と大切にされているように感じられまし

た。また、こうした積み重ねが、団体にとっても支援する
側にとっても活動の歩みを実感できる機会にもなって

いることが伝わってきました。

((ラコルタの事業紹介 ))

寄付のご相談は
ラコルタまで ！

使用済み切手等を回収し
植林活動を支援

古着や本等の回収を通し
吹田市「みんなで支える
まちづくり基金」へ寄付

「ボランティアチーム
あつめ～る」の活動

古着は「阪大フリマサーク
ル　FASHLOOP」
本は「ボランティアチーム
あつめーる」が協力

受付に募金箱を設置

「ドナルド・マクドナルド・
ハウス おおさか健都」の
募金箱設置
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「寄付を募ってみたいけど、何
からやればいいか分からない」
「寄付をしてみたいけど、どう
いう団体があるか知りたい」
など、関心がある方は、お気軽
にご連絡ください！

ノムキフは、「お酒を楽しむこと」
と「NPOへの寄付」を掛け合わせた
取り組みです。ファンドレイザーでもあ

り、日本酒好きの田中さんが「好きなこ

とを通じて寄付につなげられないか」と

考えたことをきっかけに始まりました。 

NPOの拠点や活動場所を会場に、日本

酒を楽しみながら参加者や団体が交流

する場づくりをしており、実際の活動
の現場で開催することで、参加者が団体
の取り組みをより身近に感じられる点が

特徴です。「説明会に行くのはハードルが高

い」という人でも「お酒が飲めるなら」と気軽

に参加することができます。そして、お酒が

入ることで会場全体が自然とほぐれ、立場や

肩書を越えて本音で語り合えます。 

イベントの利益分を団体に寄付にしてお

り、「寄付をする」という意識を強く持た
ずとも、気づけば社会に関わっている状

態が生まれています。田中さんは、「日本酒

に限らず、それぞれの“好きなこと”を
きっかけに寄付が広がっていけば」と語

ります。人が集い、混ざり合う場の中で、新

たな関係性が生ま

れる応援のかたち

です。

「ノムキフ」に参加されている団体

代表理事 

石田　貴裕さん

淡路プラッツは、ひきこもりの若者とその家族の居場所として活
動しており、地域とのつながりを広げるため、若者とともに模擬店で
寄付つき商品を販売する「オープンプラッツ」を定期的に実施しています。

石田さんは「若者支援」を通じて田中さんと出会い、2023年から「ノムキフ」を導入し
ました。当初は「なんや、それ？！」と戸惑いもあったそうですが、「お酒」という入口をきっ
かけに、普段の活動やオープンプラッツとは異なる新たな層とのつながりや支
援が生まれたそうです。

正直、団体内では寄付に対する心理的なハードルがある中で、ノ
ムキフを通じて、寄付を身近な関わりとして捉える意識を少しず
つ広げていけたらと考えています。

い ろ ん な 寄 付 の カ タ チ

単 発 型
募金箱、単発
寄付、クラウド
ファンディング
など

継 続 型
月額寄付（マン
スリーサポータ
ー）、賛助会員
など

循 環 型
物品寄付、チャ
リティーショッ
プなど

参 加 型
イベント、チャリ
ティーウォーク
など

消 費 型
寄付つき商品、
売上の一部寄
付など

↑少年が寄付していた
　　募金箱と活動報告

Instagramでの
投稿写真→
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